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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録

ア
ジ
ア
市
民
社
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｜
｜
北
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
市
民
社
会
の
展
開
｜
｜

大

賀

哲

＊

第
二
回

ア
ジ
ア
市
民
社
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
主
催
】
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
リ
サ
ー
チ
コ
ア
「
ア
ジ
ア
市

民
社
会
の
基
盤
的
研
究
」

【
共
催
】
九
州
大
学
政
治
研
究
会
・
九
州
法
政
学
会

【
日
時
】
二
〇
〇
九
年
一
一
月
三
日
（
火
・
祝
）
於
・
九
州
大
学
法
学

部【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

導
入

大
賀
哲
（
九
州
大
学
）「
ア
ジ
ア
市
民
社
会
論
の
構
想
」

部
会
Ⅰ

九
州
と
市
民
社
会

報
告

渡
邉
智
明（
九
州
大
学
）「
地
域
か
ら
ア
ジ
ア
市
民
社
会
へ
の
眼

差
し
｜
九
州
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
か
ら
」

報
告

土
肥
勲
嗣（
九
州
大
学
）「
地
域
か
ら
の
思
想
｜
松
下
竜
一
を
中

心
と
し
て
」

基
調
講
演

孫
歌
（
中
国
社
会
科
学
院
）「
日
中
市
民
社
会
の
紐
帯
」

部
会
Ⅱ

ア
ジ
ア
市
民
社
会
の
歴
史
的
展
開

報
告

與
那
覇
潤（
愛
知
県
立
大
学
）「
中
国
化
す
る
公
共
圏

｜
東
ア

ジ
ア
史
か
ら
見
た
市
民
社
会
論
」

報
告

李
弘
杓
（
九
州
大
学
）「
日
中
の
市
民
社
会
と
歴
史
認
識
」

部
会
Ⅲ

市
民
と
市
民
社
会
｜
韓
国
と
台
湾
の
比
較

報
告

浅
羽
祐
樹
（
山
口
県
立
大
学
）「『
悪
し
き
市
民
』
と
立
憲
主
義

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
｜
韓
国
に
お
け
る
民
主
化
と
民
主
主
義
体
制
の
持

続
と
憲
法
」

報
告

松
本
充
豊（
長
崎
外
国
語
大
学
）「
台
湾
に
お
け
る
民
主
主
義
の

持
続
と
市
民
社
会
」

【
参
加
者
】

浅
羽
祐
樹
、
江
本
佳
菜
子
、
大
賀
哲
、
甲
斐
将
也
、
鹿
子
生
浩
輝
、
呉

博
宇
、
小
林
悠
太
、
崔
俊
、
白
石
菜
穂
美
、
徐
涛
、
孫
歌
、
田
中
良
太
、

建
萍
、
土
肥
勲
嗣
、
堀
幸
司
、
増
永
稔
、
松
本
充
豊
、
三
井
哲
、
與

那
覇
潤
、
李
弘
杓
、
渡
邉
智
明
（
以
上
二
一
名
）

― ―95



昨
年
度
に
引
き
続
き
、
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
リ
サ
ー
チ
コ

ア
「
ア
ジ
ア
市
民
社
会
の
基
盤
的
研
究
」
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
社
会
の
展
開
」
を
開
催

し
た
。
今
回
は
中
国
社
会
科
学
院
よ
り
孫
歌
氏
を
お
招
き
し
、
主
と
し

て
北
東
ア
ジ
ア
（
日
本
・
中
国
・
韓
国
・
台
湾
）
に
お
け
る
市
民
社
会

の
展
開
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
報
告
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ

た
。ま

ず
冒
頭
で
大
賀
哲
よ
り
「
ア
ジ
ア
市
民
社
会
論
」
を
研
究
す
る
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に
つ
い

て
の
簡
単
な
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。
部
会
Ⅰ
で
は
、
渡
邉
報
告
と
土
肥

報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
と
地
域
思
想
の
観
点
か
ら
、
九
州
に
お

け
る
市
民
社
会
の
展
開
を
報
告
し
た
。
次
い
で
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
基

調
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
孫
歌
講
演
で
は
中
国
に
お
け
る
市
民
社

会
の
現
況
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
日
中
及
び
ア
ジ
ア
の

市
民
社
会
に
つ
い
て
の
鋭
い
問
題
提
起
が
為
さ
れ
た
。
部
会
Ⅱ
で
は
與

那
覇
報
告
が
中
国
の
公
共
圏
形
成
を
事
例
に
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
市
民
社

会
論
に
つ
い
て
の
示
唆
を
提
起
し
、
李
報
告
が
主
と
し
て
近
年
の
中
国

に
お
け
る
民
主
主
義
や
市
民
社
会
の
動
向
を
報
告
し
た
。
ま
た
部
会
Ⅲ

で
は
浅
羽
報
告
が
韓
国
、
松
本
報
告
が
台
湾
に
お
け
る
市
民
社
会
の
展

開
を
そ
れ
ぞ
れ
民
主
化
・
民
主
主
義
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
し
た
。

時
間
的
制
約
は
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
フ
ロ
ア
か
ら

の
活
発
な
議
論
に
支
え
ら
れ
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
究
者
だ
け

で
な
く
社
会
人
や
学
部
生
・
大
学
院
生
も
参
加
し
、
非
常
に
多
様
な
観

点
か
ら
討
議
が
な
さ
れ
た
。
本
年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以
降

も
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
九
州
大
学
政
治
研
究
会
、
九
州
法
政
学
会
と
の
共

催
の
下
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
（
財
）
学
術
振
興
野

村
基
金
よ
り
講
演
会
助
成
を
受
け
た
。
関
係
各
位
に
深
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。

（
文
責

大
賀
哲
）
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